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目田回図一高
森
町
文
化
祭

恒
例
の
高
森
町
文
化
祭
が
十

一

月
二
日
と
二
日
の
文
化
の
日
に
町

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
町
文
化
協
会
で
は
、
こ
の

文
化
祭
作
品
出
品
と
文
化
に
関
す

る
色
々
な
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
奮

っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

■
出
品
、
出
展
要
項
、
出
品
内
容

（作
品
数
、
大
き
さ
、
ス
ペ
ー
ス

な
ど
）
を
十
月
二
十

一
日

（金
）

ま
で
に
文
化
協
会
事
務
局

（役
場

内
教
育
委
員
会
）
８
２

・
１
１
１

１
内
線
１
６
９
番
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
作
品
の
搬
入
は
十

一

月

一
日
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

に
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
の
移
動
図
書
の
巡

回
が
あ
り
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

（火
）
１０
時
～
１０
時
半

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

１３
時
～
１３
時
半

１４
時
～
１４
時
半

（水
）
１０
時
～
１０
時
半

１０
時
半
～
Ｈ
時

１３
時
～
１３
時
半

１３
時
半
～
１４
時

１４
時
～
１４
時
半
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野の花と風薫る郷から
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平
成
十

一
年
に
国
民
体
育
大
会
が
熊
本
県

一

で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
に
向
け
て
、
町

一

と
県
で
は
す
で
に
色
々
な
準
備
や
取
り
組
み

一

を
行

っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

〓

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
体
競
技
種
目
の

一

中
で
本
町
で
は
テ
ニ
ス
が
行
わ
れ
る
こ
と
も

一

あ
り
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興

一

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
テ
ニ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ

一

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
一一

参
加
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
高
森
町

一

役
場
内
の
高
森
町
教
育
委
員
会
ま
で
ど
う
ぞ
。
一一

雪
２

・
１
１
１
１
内
線
１
６
９
番
　
　
　
　
一一一

■
と
　
き
　
十

一
月
二
日
午
前
九
時
半
か
ら

一

■
と
こ
ろ
　
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
　
　
　
　
一一

■
内
　
容
　
講
義
と
実
技
指
導
　
　
　
　
　
一一

■
講
　
師
　
九
重
幸
彦

（熊
本
ア
カ
デ
ミ
ー

一

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）
丸
山
透

（熊
本
行
政
監
察

一

事
務
所
）

編

集

後

記

町 の 移 動 図 書

そ
れ
―
引
け
１
／

よ
い
し
ょ

よ
い
し
ょ
／
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「ソリャーク」親の面目にかけて大奮闘

老人会の河原福寿会の皆さんも運動会

を楽しみました。

やった一 / ―等賞″

スポーツの秋1河原」ヽ 最後の運動会
秋の風物詩の―つに運動会があります。 9月 18日の日曜

日に河原小学校区の運動会がありました。草北小、野尻小

とともに来年4月からは高森東小学校として統合されます。

明治15年開校、昭和53年に現在の校合に改築された同校

の閉校を惜しみながら、老いも若きも力いっぱい 阿 原小

最後の運動会」で菫闘しました。

人□の動き
(9月 1日現在 )
世帯数 2,527(+1)
男  3,916(+7)
女  4,239(+9)
総 数 8,155(+16)

読
書
の
秋

十
月
十
八
日

草
部
出
張
所

Ｊ
Ａ
草
北

野
尻
出
張
所

Ｊ
Ａ
河
原

十
月
十
九
日

Ｊ
Ａ
色
見

Ｊ
Ａ
上
色
見

横
町
Ａ
団
地

下
町
公
民
館

須
坂
団
地

平成11年 国体熊本県大会開催を前 |こ地i或スポーツの振興と
普及をめざして

cD

▼
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
夏
か
ら

一
挙
に
「涼
し
す
ぎ
る
」
秋
が
ゃ

つ

て
き
ま
し
た
。
と
う
と
う
雨
も
ほ

と
ん
ど
降
ら
ず
、
「実
り
の
秋
」
に

な

つ
て
く
れ
る
の
か
心
配
で
す
。

▼
さ
て
今
月
号
は
国
際
交
流
関
係

の
記
事
に
集
中
し
て
み
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
共
通
し
て
言
わ
れ
る
こ

と
は
国
際
交
流
に

一
番
大
切
な
こ

と
は
、
ま
ず
は
相
手
の
国
を
尊
重

す
る
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
最
初
は
確
か
に

文
化
や
風
習
の
違
い
に
戸
惑
い
、

自
分
の
国
の
文
化
だ
け
が
正
し
い

と
い
う
考
え
で
単
純
に
比
較
し
て

し
ま
う
だ
け
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
外
国
と
接
す
る
機
会
が
極
端
に

少
な
い

「島
国
根
性
」
と
も
言
え

る
日
本
人
の
悪
い
と
こ
ろ
で
あ
る

と
文
化
人
も
語

っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
こ
の
考
え
か
ら
脱
却
し
な

け
れ
ば
、
真
の
国
際
交
流
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
広
報
を
作
り
始
め
て
こ
の
十
月

号
で
や

っ
と
六
号
目
に
な
り
ま
し

た
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

に
作

つ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
色
々

と
お
気
づ
き
の
点
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。ご
遠
慮
な
く
ご
意
見
や
色
々

な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●   ●

●   ●

おめでた

児玉  葵ちゃん 真 ~キ ′⌒E4
( 森 )7・ 29生  清 美

c″υノxス

津留  希ちゃん  茂 キ′⌒_ニ
( 森 )7・ 31生 照 美

C″νノニメ

佐渡 朋也ちゃん
(昭 和)8・ 7生
白石 有沙ちゃん
(河 原)8・ 10生

甲斐 誠弥ちゃん
(永野原)8・ 16生

甲斐 朋代ちゃん
(横 町)8・ 17生

横川 雄士ちゃん
(旭 通)8・ 23生

おくやみ
もうしあげます

豊皇
C=コ 月置ス の 灯

ありがとうございました (敬称略)
■町社会福祉協議会ヘ

く香典返し〉安片信子、甲斐正勅、瀬井

昭雄、瀬井辰芳
く快気祝〉遠山昭子、甲斐ヨキ、佐野廣
■広報送料寄付

山口 明生 (山梨県甲府市)

さんの長女

さんの長女

(敬称略)

んさ の長 男

長男

(1994.8月 受付分 )

さんの長男

さんの

赤 ち ゃ ん
たんじょう

紀

美

一
り

治

子

美

代

士

子

か

　

恵

政

里

信

ゆ

誠

美

孝

千

将

明

(住所)
野 尻
津 留
尾 下
高 森
永野原
上色見
色 見
上色見

(御遺族)

瀬井 昭雄
瀬井 辰義
甲斐 正勅
橋本 初蔵
穴見 トシ子

宇藤 美佐
安片 信子
高倉ヒサエ

(死亡者)(年齢)
瀬井 ツグ 86
瀬井 好壽 81
甲斐 堅生 43
橋本ンマエ 62
穴見 道夫 61
宇藤 伸悟 1
安片野生男 55
高倉  来 81

この広報では、町内、町外を問わず、皆

さんからのいろいろな情報やご意見、お便

りを順次、掲載させていただいております。

どうぞ情報をお寄せください。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
幸
せ
な
町
に
し
ま

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

し
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

(24)
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